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昭和61年度第 2回研究部会（見学会併催）

「建築と省エネルギー」に参加して

去る 7月23日，梅雨明け前の暑い日の午後，昭和61

年度第 2h•-il研究部会か開催された．今回は，束京ガス

闊のこ好意て同社T仕導菅管理直務所において開催さ

れ，東以都立人学建築工学科 伊藤直明教授の「建築

と省エネルキー（自然エネルギーポIJlllと省エネルキー

技術）」と題する溝演のあと，構内に建設されている

2 Ii U)パソ‘ンプソーラー丈験{t'店を見学するとしヽうハ

ッシフハウスをテーマとする研究部会て，参加者は25

名であった。

ます，伊藤教授の講演てあるか，用意された資料と

膨大な枚数のスライドにより建簗における白然エネル

ギー利）jjと省エネルキー技術について解説された。主

嬰11ミ］の民生部門におけるエネルキー消費量比較，エネ

ルキー消費ハターンの比較，廿t界・日本の主要地の気

紋の比較から説き起こし，パノ‘ンブハウスの柿々の手

法を丈例により説明された。また，伊藤教授の指導て

打われた，箱型仕宅モテルによる実験結果についても

報告された。印釈に残った話の一つは，最近，住宅に

士睾をあまり用いなくなり，壁の熱容量か小さくなり，

断熱材を用い，冷暖房設備を備えても内壁表面温度

(}）変動か大きく快感度か落ちるということてある．こ

の[ff]から熱容量ある壁と断熱材の組合せ（外断熱，内

断熱，内外組合せ断熱）による効果を実験とシミュレ

ーションにより小された．自然エネルギー利用や省ェ

ネルキー技術の例として伝統的なものからこく最近の

事例まて輻I)_、く例ぷされた．

紐ひとして「l然 ．． エネルキー利用建築川構戚部材開発

に際して留怠すべき項目として

1)てきるだけ機械ヽンステムによらす，建物自体で

の日然エネ）レギーを利用する．

2)それに適した部材を開発する．
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3)各建築部位エレメントの韮本機能と日然利用機

能を複合化する。

4) コストパフォーマンスを検討する。

を学けられた．パッシプハウスは，自然の成行きにま

かせる部分か大きいことから，どうしても我慢を強い

ることになり，これに耐える必要かあるか，我慢の許

容限度を探っていく必要かあるとして締めくくられた．

次に事業所構内に建てられた実験住宅の見学に移る

か，この実験住宅建設に閲する組織に触れておく．建

没省関係機関の（財）住宅・建設省エネルギー機構に

省エネルギーパッシブシステム開発委員会が設設され

ており，同委員会のドに家験住宅の設け・建設・実験

等についてパッシブソーラーハウス実大実験委員会が

あり，その主杏を伊藤教授かつとめられている。東京

カス仰において実験住宅を建設し，実験結果を委員会

に報告する形を取っている．東京ガスでは併せてパッ

シブソーラーハウスに最適なガス仕宅設備の開発を独

目に行っている．

実験仕宅を嬰領よく紹介したビテオ (20分）を見た

あと実物の見学に移った．実験ハウスは 2棟あり， 1 

号棟は木質系（延休面積159.93rrf), 2号棟はコンク

リート系（詞150.57可）である。いずれも首都圏に建

設される標準的な戸建住宅を基本とし，今後，増加か

予想される「 2世代住宅 j(6人家族）を想定した 2

階建てである．

両棟ともダイレクトケインによるパッシフヒーティ

ングを採用しているのはもちろんであるか， 1号棟で

は南面をすべて聞LI部として，夏はフライントにより

直射光をカットしている． 2号棟は建物のひさし，口I

動テント，外付ブライントなとで強い日差しを建物の

外側てカットしている．潜熱蓄熱材の壁，断熱戸，目

然通風のためU)様々な上人をはしめ非常に多くのパ y

シブ手法か試みられている．これからの仕まい方にも
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講演中の都立大 伊藤直明教授

新しいアイテアか数多く盛込まれていて見学者の関心

を呼んだ．実験結果の公表されるのを心待ちにしてい

る．

エネルギー・資源

砂恋戚疇

実験住宅 (1号棟）を見学する参加者

この日の研究部会のユーディネータをつとめられた

砂日本ガス協会 小林和夫部長をはじめ訊準備や案内

に巧たられた東京ガス加の方々に謝意を表する．
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I 口ニ，，；：二．ニロロニ：／t:ズと エ了ルキーの分野にあける特色あるり門晶としC I 
が対象になる．さらに第 2の課題としては，（1)太陽 農業技術者のほか， 上壌管岬と作物生痒，園公学， i l 熱を利用した冷暖房システム，（2）農業における太陽 農業経済学なとの関係者には参考になろう． ！ 

， 光発電の利用，（3）ハイオマスの生産と保存， 14)代替 なお，アジア地域の編集委員として，わか国から ！ 
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